
会
員
募
集

　

◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　

毎

月
第
１
・
第
３
①
月
曜
日
の
午
前

が
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
②
水

曜
日
の
午
前
と
午
後
が
中
央
公
民

館
で
。
入
会
金
３
０
０
円
、
会
費

月
２
１
８
０
円
。
つ
け
ペ
ン
と

ボ
ー
ル
ペ
ン
と
万
年
筆
。
詳
し
く

は
前
澤�
４
７
３
・
０
８
２
９

へ
。

　

◆
写
真
講
評
会
と
黒
目
川
な
ど

の
撮
影（
写
団
ア
ズ
ベ
ー
ル
）　

月

２
回
、
第
１
日
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
講

評
会
、
第
３
日
曜
日
が
黒
目
川
沿

い
で
早
朝
撮
影
。
会
費
月
３
７
０

０
円
。
習
熟
度
は
初
級
上
程
度
以

上
。
プ
ロ
の
写
真
家
に
よ
る
指
導

あ
り
。
詳
し
く
は
三
島�
４
７

６
・
１
９
４
８
へ
。

　

◆
手
遊
び
・
わ
ら
べ
歌
・
絵
本

の
読
み
聞
か
せ（
ろ
ん
り
む
）　

毎

月
第
２
①
火
曜
日
が
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
②
金
曜
日
が
上
の
原
第

一
公
務
員
住
宅
集
会
所
（
上
の
原

二
丁
目
）
で
。
い
ず
れ
も
午
前　
１０

時
〜　

時
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
マ
・

１１

未
就
学
児
の
親
子
。
詳
し
く
は
玉

置�
０
９
０
・
８
３
０
６
・
４
７

４
８
へ
。

　

◆
趣
味
を
生
か
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
演
芸
出
前
活
動
（
く
る
め

一
芸
会
）　

定
例
会
は
毎
月
第
２

火
曜
日
の
午
後
７
時
〜
９
時
、
田

端
宅
（
滝
山
五
丁
目
）
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０

円
。
特
技
を
生
か
し
た
活
動
。
詳

し
く
は
田
端�
４
７
３
・
２
４
０

３
へ
。

　

◆
い
け
ば
な
（
華
道
サ
ー
ク
ル

　

草
月
流
）　

毎
月
第
２
・
第
４
金

曜
日
の
午
前　

時
〜
午
後
５
時
、

１０

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月

２
０
０
０
円
（
花
代
別
）。
小
・
中

学
生
歓
迎
。
詳
し
く
は
伊
東�
４

７
１
・
６
６
９
７
へ
。

　

◆
手
あ
み　

月
各
４
回
、
月
曜

ま
た
は
金
曜
日
の
い
ず
れ
も
午
前

９
時
〜
正
午
、
商
工
会
館
で
。
会

費
月
３
５
０
０
円
。
若
干
名
募
集
。

詳
し
く
は
大
場�
４
７
４
・
６
８

０
８
へ
。

　

◆
な
つ
か
し
の
歌
Ａ
グ
ル
ー
プ

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
の
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
、
さ
い
わ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
円
。
幼
き
日
の
童
謡
・
小
学
唱

歌
・
青
春
時
代
の
曲
を
ピ
ア
ノ
に

合
わ
せ
て
歌
い
ま
す
。
詳
し
く
は

曽
根
原�
４
７
７
・
３
２
６
８

へ
。

　

◆
ヨ
ー
ガ
の
会
プ
ラ
ザ　

月
４

回
、
金
曜
日
の
午
前　

時
〜
正
午
、

１０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３

５
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
無
料

体
験
あ
り
。
詳
し
く
は
磯
貝�
４

７
７
・
１
９
２
６
へ
。

　

◆
東
久
留
米
混
声
合
唱
団　

月

４
回
、
土
曜
日
の
午
後
６
時　

分
４５

〜
９
時
、
中
央
公
民
館
ほ
か
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３

５
０
０
円
。
歌
の
好
き
な
方
歓
迎
。

詳
し
く
は
矢
澤�
４
７
４
・
０
３

８
０
へ
。

　

◆
い
き
が
い
健
康
づ
く
り
・
カ

ラ
オ
ケ
同
好
会
（
東
久
留
米
親
睦

唄
お
う
会
）　

月
３
回
、
日
曜
日

の
午
後
と
夜
間
、
中
央
町
地
区
セ

ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０
０
円
、

会
費
月
１
５
０
０
円
、
旅
立
積
立

制
度
あ
り
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
安
尾�
４
６
４
・
５
５
９
３

へ
。

　

◆
「
マ
ジ
ッ
ク
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
東
久

留
米
市
奇
術
愛
好
会　

毎
月
第

１
・
第
３
木
曜
日
の
午
後
７
時
〜

９
時
、
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金

３
０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０
０

円
。
マ
ジ
ッ
ク
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
役
立
て
た
い
方
歓
迎
。
初

心
者
も
お
気
軽
に
。
詳
し
く
は
安

宅
（
あ
た
か
）�
４
６
４
・
１
６

０
５
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ（
さ
つ
き
会
）　

月

４
回
、
主
に
金
曜
日
、
中
央
公
民

館
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
月
１
０
０
０
円
。
各
自
が
自
由

に
歌
い
ま
す
。
詳
し
く
は
茂
木

（
も
て
ぎ
）�
４
７
３
・
２
１
０

６
へ
。

　

◆
東
久
留
米
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

　

毎
月
第
２
・
第
４
①
月
曜
日
の

午
後
７
時
〜
９
時
が
中
央
町
地
区

セ
ン
タ
ー
②
水
曜
日
の
午
後
１
時

半
〜
３
時
半
が
東
久
留
米
駅
前
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
で
。
入
会
金
２

０
０
０
円
、
会
費
月
３
５
０
０
円
。

歌
謡
曲
ほ
か
。
初
心
者
歓
迎
。
作

曲
家
の
指
導
あ
り
。
詳
し
く
は
沼

田�
４
２
５
・
４
１
１
６
（
夜
間
）

へ
。

　

◆
Ｎ
Ｔ
Ｓ
西
東
京
ソ
シ
ア
ル
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ　

毎
月
第
２
〜
第
４

月
曜
日
の
午
後
２
時
〜
４
時
、
南

部
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
４
０
０

０
円
。
現
役
プ
ロ
講
師
２
人
が
指

導
。
多
少
踊
れ
る
マ
ナ
ー
の
あ
る

方
。
見
学
無
料
、
体
験
１
０
０
０

円
。
詳
し
く
は
ひ
む
か�
０
８

０
・
３
２
７
１
・
８
０
２
９
へ
。

　

◆
（
彩
色
）
中
国
水
墨
画
（
劉

の
会
）　

毎
週
金
曜
日
の
午
後
１

時
半
〜
３
時
半
、
中
央
公
民
館
で
。

会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心
者
歓

迎
、
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
村
田

�
４
７
２
・
３
２
１
９
へ
。

　

◆
百
合
き
も
の
会　

毎
週
木
曜

日
の
午
前　

時
〜
正
午
、
東
部
地

１０

域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
１
回
７
０

０
円
。
着
物
の
着
方
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
楽
し
む
会
。
初
心
者
歓

迎
。
見
学
あ
り
。
詳
し
く
は
小
林

�
４
７
７
・
０
５
３
２
へ
。

　

◆
女
声
合
唱
団（
ク
ー
ル
・
ヴ
ェ

ル
デ
ュ
ー
ル
）　

毎
週
木
曜
日
の

午
前
中
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。

会
費
月
５
０
０
０
円
。
童
謡
等
の

易
し
い
美
し
い
歌
を
歌
い
ま
す
。

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
あ
り
。
詳

し
く
は
西
川�
４
７
６
・
５
７
４

４
へ
。催

し

　

◆
現
代
水
墨
画
墨
蒼
会
小
作
品

展　
　

月　

日（
水
）〜　

日（
日
）

１０

１５

１９

午
前　

時
半
〜
午
後
６
時
（　

日

１０

１５

は
午
後
１
時
か
ら
）、
成
美
教
育

文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
入
場

無
料
。
詳
し
く
は
安
住
（
あ
ん

じ
ゅ
う
）�
４
７
４
・
４
８
０
６

へ
。

　

◆
ウ
ク
レ
レ
無
料
講
習
会
（
ホ

ノ
ル
ル
・
ウ
ク
レ
レ
・
カ
ウ
ラ
ナ

ク
ラ
ブ
）　　

月
５
日
（
日
）
午
後

１０

２
時
〜
３
時
、
中
央
公
民
館
音
楽

室
で
。
参
加
費
無
料
。
ウ
ク
レ
レ

持
参
（
な
く
て
も
可
）。
成
人
以
上
。

初
心
者
歓
迎
。
プ
ロ
に
よ
る
指

導
・
演
奏
あ
り
。
詳
し
く
は
前
田

�
４
７
１
・
１
３
７
９
へ
。

　

◆
２
０
０
８
秋
の
舞
踏
会
（
Ｈ

ｉ
ｍ
ｕ
ｋ
ａ
ダ
ン
ス
フ
ァ
ミ

リ
ー
）　　

月　

日
（
日
）
午
後
零

１０

１９

時
半
〜
４
時
、
成
美
教
育
文
化
会

館
で
。
参
加
費
１
８
０
０
円
（
前

売
り
１
５
０
０
円
。
電
話
予
約
受

付
中
）。
ミ
キ
シ
ン
グ
・
ト
ラ
イ
ヤ

ル
・
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
プ
ロ
デ
モ
。

詳
し
く
は
ひ
む
か�
０
８
０
・
３

２
７
１
・
８
０
２
９
へ
。

　

◆
マ
ザ
ア
ス
秋
光
祭
（
社
会
福

祉
法
人
マ
ザ
ア
ス
）　　

月　

日

１０

１７

（
金
）
〜　

日
（
日
）
午
前　

時

１９

１０

〜
午
後
３
時
、
マ
ザ
ア
ス
東
久
留

米
内
（
氷
川
台
二
丁
目
）
で
。
入

場
無
料
。
地
域
で
健
康
に
暮
ら
す

為
に
〜
生
き
生
き
し
た
老
後
〜
介

護
相
談
は
マ
ザ
ア
ス
。
詳
し
く
は

同
祭
実
行
委
員
会�
４
７
７
・
７

２
６
１
へ
。

　

◆
イ
ス
に
座
っ
て
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら

し
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ん
で
ん
虫
）

　
　

月　

日
（
日
）
午
後
２
時
〜

１０

１９

４
時
、
け
や
き
児
童
館
内
遊
戯
室

で
。
参
加
費
２
０
０
円
。
タ
オ
ル

１
本
、
上
靴
持
参
、
運
動
し
や
す

い
服
装
。
申
し
込
み
と
詳
し
く
は

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー�
４
７
３
・

０
１
０
９
（
平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
）
へ
。

　

◆
ラ
ベ
ン
ダ
ー
秋
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
ラ
ベ
ン

ダ
ー
）　　

月　

日
（
日
）
午
後
１

１０

１２

時
半
〜
４
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
第
一
体
育
室
で
。
参
加
費
１

２
０
０
円
（
前
売
り
１
０
０
０
円
）。

生
バ
ン
ド
演
奏
「
晃
一
＆
は
じ
ま

り
」。
詳
し
く
は
小
川�
４
７
１
・

２
５
３
６
へ
。

　

◆
こ
ぶ
し
祭
り
（
ラ
イ
フ
パ
ー

ト
ナ
ー
こ
ぶ
し
）　　

月　

日

１０

２５

（
土
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時
、

１１

同
こ
ぶ
し
（
氷
川
台
二
丁
目
）
で
。

参
加
費
無
料
。
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、

イ
ベ
ン
ト
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
。
詳
し
く
は
同
こ
ぶ
し
・
藤
木

ま
た
は
北
久
保�
４
７
０
・
２
３

８
５
へ
。

　

◆
響
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
・

ウ
ェ
ー
ブ
）　　

月　

日
（
土
）
午

１０

１８

前　

時
〜　

時
半
、
さ
い
わ
い
福

１０

１１

祉
セ
ン
タ
ー
で
。
参
加
費
無
料
。

小
学
生
。
要
申
し
込
み
。
詳
し
く

は
炭
田
（
す
み
だ
）�
４
５
８
・

６
１
４
３
へ
。

　

◆
柳
瀬
荘
黄
林
閣
（
柳
窪
・
旧

村
野
邸
）
特
別
見
学
会
（
柳
窪
の

環
境
・
景
観
の
保
全
を
考
え
る
会
）

　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時
か

１０

２５

１０

ら
と
午
後
１
時
か
ら
、
柳
瀬
荘
黄

林
閣
集
合
（
詳
細
は
返
信
は
が
き

で
通
知
）。
資
料
・
保
険
料
５
０
０

円（
現
地
で
集
金
）。
定
員
各
回
先

着　

人
。
申
し
込
み
は
往
復
は
が

５０
き
で
、
〒
２
０
３
―
０
０
４
４
、

柳
窪
２
ノ　

ノ
６
、
奥
住
あ
て
へ
。

１１

詳
し
く
は
奥
住�
４
７
２
・
１
１

７
４
へ
。そ

の

他

　

◆
落
合
川
・
黒
目
川
の
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
（
東
久
留
米

　

水
辺
の
生
き
も
の
研
究
会
）　

　

月
３
日
（
金
）
〜
５
日
（
日
）

１０午
後
１
時
〜
５
時
、
カ
メ
ラ
の
き

む
ら
東
久
留
米
店
へ
直
接
持
参
。

参
加
費
一
人
５
０
０
円
。
テ
ー
マ

は
落
合
川
と
黒
目
川
を
中
心
に

撮
っ
た
作
品
（
鳥
、
魚
、
水
草
、

散
歩
ス
ナ
ッ
プ
等
）。
詳
し
く
は

草
間�
４
７
０
・
１
７
２
３
へ
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

20. 10.  120. 10.  1

ら
ぶ
講
師
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
【
対
象
】次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
。
①
再
就
職
、
地
域
活
動
を

考
え
て
い
る
②
２
日
間
参
加
で
き

る
③
パ
ソ
コ
ン
で
日
本
語
キ
ー

ボ
ー
ド
入
力
操
作
が
で
き
る

　
【
定
員
】
各
コ
ー
ス　

人
（
応
募

１５

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
２
歳

〜
未
就
学
児
の
保
育
あ
り

　
【
参
加
費
】
１
３
６
５
円
（
復
習

用
Ｃ
Ｄ
付
き
テ
キ
ス
ト
代
）

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
木
）

１０

１６

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
の

往
信
面
に
午
前
か
午
後
の
希
望

コ
ー
ス
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）、
保
育
が
必

要
な
方
は
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
年

齢
を
記
入
の
上
（
返
信
面
に
も
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
）、
同
セ
ン

タ
ー
あ
て
郵
送
を
。

講
演
会

「
気
づ
か
な
い
…
Ｄ
Ｖ
」

を
考
え
る
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
４

「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ん
て
イ
ヤ
！

　

ハ
ッ
ピ
ー
な
交
際
と
は
？
」

　

な
ぜ
恋
人
間
に
暴
力
が
介
在
す

る
の
で
し
ょ
う
。
相
手
を
尊
重
し
、

自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
ハ
ッ

ピ
ー
な
交
際
と
は
…
。

　

高
校
・
大
学
で
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防

止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る

山
口
氏
の
講
演
と
D
V
D
上
映
を

行
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月
３
日
（
祝
）
午
後

１１

１
時
〜
３
時

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
１
会

議
室

　
【
講
師
】ア
ウ
ェ
ア
代
表
の
山
口

の
り
子
氏

　
【
定
員
】先
着　

人
。
２
歳
〜
未

５０

就
学
児
の
保
育
あ
り
。　

月
２
日

１０

（
木
）
〜　

日
（
月
）
に
要
予
約

２７

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は　

月
２
日
（
木
）

１０

〜　

日
（
木
）
に
、
電
話
ま
た
は

３０
フ
ァ
ク
ス
で
氏
名
、
電
話
番
号

（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）、
お
子
さ
ん

の
保
育
が
必
要
な
方
は
お
子
さ
ん

の
氏
名
・
年
齢
を
記
入
の
上
、
同

セ
ン
タ
ー
へ
。

シ
ネ
マ　

お
し
ゃ
べ
り

de

上
映
映
画
『
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー
』

　

２
０
０
３
年
度
の
ト
ニ
ー
賞
で

８
部
門
を
獲
得
し
た
大
人
気
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
再
映
画
化
し
た
コ
メ
デ
ィ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
作
品
。

　
【
日
時
】　

月
３
日
（
祝
）
午
後

１１

３
時　

分
〜
６

４５

時　

分
１５

　
【
会
場
】市
役
所

７
階
７
０
１
会
議

室
　
【
定
員
】１
０
０

人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）。
２
歳
〜
未
就

学
児
の
保
育
あ
り

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
月
）

１０

２７

ま
で
に
（
必
着
）、
往
復
は
が
き
の

往
信
面
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）、
保
育
が
必

要
な
方
は
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
年

齢
を
記
入
の
上
（
返
信
面
に
も
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
）、
同
セ
ン

タ
ー
あ
て
郵
送
を
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
情
報
労
連
東
京

福
祉
セ
ン
タ
ー
・２
フ
ィ
フ
テ
ィ
共
催

保
育
付
き
I
Ｔ
講
習 

「
G
e
t
！　
再
就
職
！　 

ス
キ
ル
習
得
で
成
功
へ
！
」

　

再
就
職
、
地
域
活
動
を
目
指
す

方
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
講
習
。
ビ
ス
タ

仕
様
パ
ソ
コ
ン
で
就
職
に
役
立
つ

エ
ク
セ
ル
を
学
び
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
木
）・　

１０

３０

３１

日
（
金
）
の
２
日
間
。
午
前
コ
ー

ス
が
午
前
９
時
半
〜
午
後
零
時
半
、

午
後
コ
ー
ス
が
午
後
１
時
半
〜
４

時
半

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
講
師
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
情
報
労
連

東
京
福
祉
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン
く

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
豊
か
な

経
験
を
生
か
し
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な

企
画
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
応
募
資
格
】
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
講
座
の
運
営
が
で
き
る

方
。
一
人
１
講
座

　
【
講
座
内
容
】分
野
は
問
い
ま
せ

ん
が
、
対
話
型
・
参
加
型
・
実
践

型
で
運
営
す
る
も
の
（
特
定
の
政

党
、
宗
教
、
営
利
活
動
に
か
か
わ

る
も
の
は
開
講
で
き
ま
せ
ん
）

　
【
開
講
期
間
・
回
数
】　

年
２
月

２１

〜
３
月
。
全
３
回
コ
ー
ス
ま
た
は

１
回
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
を
選
択

　
【
会
場
】原
則
と
し
て
中
央
公
民

館
　
【
受
講
生
数
】　

人
〜　

人
の
範

１０

３６

囲
で
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す

♪
展
示
部
門

　

●
華
道
＝
古
典
花
・
盛
花
・
投

入
自
由
花
な
ど
、
流
派
を
問
わ
ず
、

日
本
古
来
の
伝
統
あ
る
生
け
花
の

美
し
さ
が
楽
し
め
る
作
品
。　

月
１０

　

日
・　

日
は
伝
統
文
化
子
ど
も

２５

２６

教
室
で
の
作
品
も
展
示

　

●
手
工
芸
＝
押
し
花
絵
・
多
種

多
様
な
材
料
を
創
意
工
夫
し
て

作
っ
た
木
目
込
み
人
形
・
手
編
み
・

藤
（
と
う
）
工
芸
・
木
彫
・
刺
し
ゅ

う
絵
・
和
紙
工
芸
・
和
凧
（
だ
こ
）・

折
り
紙
・
ち
ぎ
り
絵
な
ど
、
ユ

ニ
ー
ク
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
手
作
り

の
作
品
、
約　

点
９０

　

●
盆
栽
＝
青
々
と
茂
る
葉
・
美

し
く
咲
く
花
・
暁
に
稔
（
み
の
）

る
実
等
の
生
命
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　

●
絵
手
紙
＝
絵
手
紙
は
心
を
癒

し
、
心
と
心
を
つ
な
ぐ
も
の
。
一

年
間
描
き
続
け
た
個
性
あ
ふ
れ
る

作
品

　

●
書
道
・
俳
句
・
ペ
ン
習
字
・

篆
（
て
ん
）
刻
・
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ー

＝
パ
ソ
コ
ン
に
は
な
い
潤
い
の
あ

る
文
字
。
生
活
と
文
化
の
基
本
で

あ
る
書
道
を
再
確
認

　

●
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
＝

第　

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

５８
の
一
環
で
、「
犯
罪
の
な
い
明
る

い
東
久
留
米
の
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
、
市
内
の
中
学
生
か
ら
募

集
し
た
ポ
ス
タ
ー
作
品
展
示

　

●
美
術
＝
ア
マ
チ
ュ
ア
か
ら
プ

ロ
ま
で
、
東
久
留
米
の
美
術
活
動

は
盛
ん
で
す
。
油
絵
・
水
彩
・
パ

ス
テ
ル
・
水
墨
画
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
表
現
方
法
が
楽
し
め
る
作
品

　

●
陶
芸
＝
日
常
手
に
す
る
器
・

格
調
高
い
美
術
品
・
わ
び
さ
び
の

趣
を
添
え
た
茶
道
具
な
ど

　

●
写
真
＝
写
真
は
光
と
影
の
芸

術
　

●
市
内
小
・
中
学
校
作
品
＝
市

内
児
童
・
生
徒
の
絵
画
・
書
道
・

工
作
な
ど
大
人
に
負
け
な
い
作
品

　

●
水
辺
の
生
き
も
の
研
究
会
＝

東
久
留
米
の
住
人
「
ホ
ト
ケ
ド

ジ
ョ
ウ
」
等
の
研
究
発
表

　

●
英
語
カ
ル
タ
＝
か
わ
い
ら
し

い
絵
と
英
単
語
の
カ
ル
タ
の
展
示

　

美
し
い
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
東

久
留
米
市
に
は
、
梅
と
い
う
特
産

物
が
あ
り
ま
す
。「
梅
ワ
イ
ン
」に

使
用
し
て
い
る
白
加
賀
と
い
う
品

種
の
梅
は
、
豊
富
な
ク
エ
ン
酸
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
酸
性
成

分
は
、
体
内
で
糖
分
を
代
謝
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
た
り
、
腎
臓

機
能
の
働
き
を
助
け
、
血
液
を
き

れ
い
に
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
わ
や
か
系
甘
口
と

す
っ
き
り
系
辛
口
の 

２

種

類

　

今
年
も
こ
の
梅
を
原
料
に
し
て
、

大
手
ワ
イ
ン
メ
ー
カ
ー
の
製
造
に

よ
る
「
梅
う
ふ
ふ
」
が
９
月　

日
１２

か
ら
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
に

好
評
な
さ
わ
や
か
系
甘
口
と
、
ワ

イ
ン
通
も
う
な
ら
せ
る
す
っ
き
り

系
辛
口
の
２
種
類
が
あ
り
、
５
０

０��
入
り
で
、

１
本
８
８
０
円

で
す
。
豊
か
な

梅
の
香
り
と
、

ほ
ど
よ
い
甘
味

ま
た
は
ド
ラ
イ

テ
イ
ス
ト
な
辛

味
を
、
お
好
み

に
よ
り
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

す
て
き
な
瓶
や

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

◎
取
り
扱
い
販
売
店

　

港
屋
（
上
の
原
１
ノ
４
ノ　

ノ
２８

１
０
９
、�
４
７
１
・
２
７
５
１
）

▼
三
又
酒
店
（
上
の
原
２
ノ
５
ノ

５
、�
４
７
３
・
６
５
６
７
）
▼

足
立
屋
酒
店
（
氷
川
台
１
ノ　

ノ
１１

　

、�
４
７
１
・
５
２
０
１
）
▼

２１ぬ
く
井
酒
店
（
氷
川
台
１
ノ　

ノ
１３

９
、�
４
７
３
・
３
１
３
９
）
▼

細
田
酒
店
（
大
門
町
２
ノ　

ノ
６
、

１３

�
４
７
１
・
１
４
４
８
）
▼
野
島

酒
店
（
大
門
町
１
ノ
２
ノ　

、�
３６

４
７
１
・
７
０
６
７
）
▼
ピ
ュ
ア

ハ
ウ
ス
た
け
う
ち
（
東
本
町
５
ノ

　

、�
４
７
１
・
０
０
０
７
）
▼

２８マ
イ
マ
ー
ト
し
み
ず
（
新
川
町
１

ノ
３
ノ　

、�
４
７
１
・
１
４
３

１９

８
）
▼
酒
工
房
お
お
の
（
新
川
町

１
ノ
６
ノ
３
、�
４
７
１
・
１
３

５
３
）
▼
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
・
エ
チ
ゴ

ヤ
（
本
町
１
ノ
４
ノ　

、�
４
７

３９

３
・
０
９
５
２
）
▼
長
崎
屋
（
本

町
２
ノ　

ノ　

、�
４
７
１
・
０

１４

１３

８
５
８
）
▼
Ｊ
Ａ
東
京
み
ら
い
東

久
留
米
支
店
（
幸
町
３
ノ
７
ノ
２
、 �

４
７
５
・
０
０
２
２
）
▼
海
老

沢
酒
店
（
南
沢
１
ノ　

ノ
５
、�

１９

４
７
１
・
０
０
５
２
）
▼
石
森
酒

店
（
滝
山
３
ノ　

ノ　

、�
４
７

１０

１１

３
・
３
６
１
２
）
▼
や
ま
も
酒
店

（
滝
山
４
ノ
１
ノ　

、�
４
７

４０

１
・
７
０
６
０
）
▼
田
嶋
商
店

（
滝
山
５
ノ
１
ノ　

、�
４
７

１４

３
・
３
９
０
５
）
▼
酒
の
高
村
屋

（
滝
山
５
ノ　

ノ　

、�
４
７

２２

１４

３
・
２
０
１
３
）
▼
田
嶋
屋
酒
店

（
下
里
７
ノ
８
ノ　

ノ
１
０
４
、

１０

�
４
７
４
・
４
１
６
３
）
▼
藤
小

西
（
八
幡
町
２
ノ　

ノ　

、�
４

１１

４９

７
１
・
２
９
６
１
）
▼
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
東
久
留
米
八
幡
町
三
丁
目

店
（
八
幡
町
３
ノ
２
ノ　

、�
４

２８

７
７
・
６
１
８
２
）

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課�
４
７

０
・
７
７
４
３
ま
た
は
東
久
留
米

酒
販
組
合�
４
７
３
・
０
９
５
２

へ
。

　
【
講
師
謝
礼
】１
講
座
当
た
り
３

回
コ
ー
ス
が
７
５
０
０
円
、
１
回

コ
ー
ス
が
２
５
０
０
円

　
【
選
考
方
法
】提
出
し
て
い
た
だ

い
た
企
画
書
等
で
選
考

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
金
）

１０

２４

ま
で
に
（
必
着
）、
所
定
の
市
民
講

師
応
募
用
紙
（
生
涯
学
習
課
〈
市

役
所
６
階
〉
で
配
布
中
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
〒
２
０
３
―

８
５
５
５
、
市
役
所
生
涯
学
習
課

あ
て
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
生
涯
学
習
係�

４
７
０
・
７
７
８
４
へ
。

　

第　

回
市
民
文
化
祭
が　

月　

日
（
土
）
〜　

月　

日
（
休
）

３８

１０

１８

１１

２４

に
中
央
公
民
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、

日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。
力
作
や
名
演
技
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
種
催
事
の
日
程
は
下
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
市
民
文
化
祭
事
務
局�
４
７
７
・
４
７
０
０
へ
。

　

入
場
無
料
。
定
員
先
着
５
０
０

人
、
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
【
主
な
内
容
】市
民
文
化
祭
用
ポ

ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
＝
市
内
の

中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
審
査
の

結
果
、
採
用
作
品

の
最
優
秀
賞
に
は

川
端
有
紀
さ
ん

（
下
里
中
学
校
３

年
）
が
決
定
。
優

秀
賞
は
志
村
俊
紀

さ
ん
（
下
里
中
学
校
３
年
）・
島
崎

真
実
さ
ん
（
同
校
３
年
）・
丹
間
直

輝
さ
ん
（
同
校
２
年
）・
岡
野
沙
織

さ
ん
（
東
中
学
校
２
年
）・
有
坂
麗

奈
さ
ん
（
同
校
２
年
）・
小
田
愛
美

さ
ん
（
南
中
学
校
３
年
）・
清
水
紗

恵
さ
ん
（
久
留
米
中
学
校
１
年
）

の
７
人
が
選
ば
れ
ま
し
た

　

●
特
別
企
画
＝
市
民
吹
奏
楽
団

の
演
奏
、
市
立
久
留
米
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
、
市
立
南
中
学
校

合
唱
部
の
合
唱

オ
ナ
プ
ア
オ
ナ
オ
ナ
・
プ
ア
ラ
レ

ア
・
カ
プ
ア
の
華
や
か
な
南
国
の

踊
り

　

●
太
鼓
と
踊

り
の
集
い
＝
各

サ
ー
ク
ル
の
意

欲
と
工
夫
に
子

ど
も
太
鼓
教
室

と
く
る
め
連
の

踊
り
も
加
わ
り
、
太
鼓
の
響
き
に

乗
せ
た
に
ぎ
や
か
な
舞
台

　

●
大
正
琴
の
集
い
＝
心
和
む
大

正
琴
の
演
奏

　

●
吟
剣
詩
舞
の
集
い
＝
古
今
の

名
詩
に
詠
（
う
た
）
わ
れ
る
、
自

然
を
愛
し
・
人
情
を
尊
び
・
人
倫

を
正
そ
う
と
す
る
詩
の
心
を
吟
詠

　

●
民
謡
の
集
い
・
民
舞
の
集
い

＝
秋
空
に
響
く
伝
統
あ
る
日
本
の

民
謡
。
連
盟
の
会
員
が
日
ご
ろ
の

成
果
を
素
晴
ら
し
い
唄
（
う
た
）

声
に
乗
せ
ま
す
。
民
舞
で
は
生
音

を
バ
ッ
ク
に
華
麗
な
組
み
踊
り

　

●
い
き
い
き
演
芸
大
会
＝
市
内

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、
日

ご
ろ
励
ん
で
い
る
カ
ラ
オ
ケ
・
民

謡
・
詩
吟
・
舞
踊
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
芸
を
披
露

　

●
マ
ジ
ッ
ク
・
一
芸
の
集
い
・

安
来
節
・
太
極
拳
＝
伝
統
あ
る
安

来
節
踊
り
・
マ
ジ
ッ
ク
・
腹
話
術
・

草
笛
・
太
極
拳
な
ど
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
一
日
を

　

●
邦
楽
の
集
い
＝
日
本
古
来
の

邦
楽
、
筝
（
こ
と
）・
尺
八
・
三
味

線
・
小
唄

　

●
バ
レ
エ
＆
ダ
ン
ス
の
集
い
＝

子
ど
も
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
出
演
者
が
繰
り
広
げ
る

華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ

　

●
コ
ー
ラ
ス
の
集
い
＝
懐
か
し

い
唄
（
う
た
）・
新
し
い
曲
な
ど
の

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
、
市
内
で

活
動
す
る
合
唱
団
が
発
表

♪
催
し
部
門

　

●
お
茶
会
＝
日
本
文
化
の
茶
道

の
雰
囲
気
を
体
験

　

●
囲
碁
大
会
＝
互
先
は
黒
番
６

目
半
コ
ミ
出
し
、
ジ
ゴ
は
白
勝
ち

　

●
将
棋
大
会
＝
小
・
中
学
生
の

部
対
戦
法
…
５
回
戦
点
数
制
。
初

心
者
に
は
将
棋
指
導
あ
り
▽
大
人

の
部
対
戦
法
…
Ａ
Ｂ
級
別
５
回
戦

点
数
制
。
初
心
者
〜
有
段
者
。
い

ず
れ
も
午
前
９
時
ま
で
に
直
接
会

場
で
受
け
付
け
を

　

●
映
画
の
集
い
＝
午
前　

時
半

１０

か
ら
…
ア
ニ
メ
「
宝
島
」
上
映
▽

午
後
１
時
か
ら
…
ア
ニ
メ
「
二
十

四
の
瞳
」
上
映
▽
午
後
２
時　

分
２０

か
ら
…
旧
ソ
連
劇
映
画
「
平
和
の

谷
」（
モ
ノ
ク
ロ
・
日
本
語
版
）上
映

　

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
＝
外
国
の

民
謡
を
中
心
に
、
古
く
か
ら
伝
え

ら
れ
て
い
る

世
界
の
美
し

い
踊
り
を
皆

さ
ん
と
ご
一

緒
に

　

●
朗
読
の

会
＝
朗
読
サ

ー
ク
ル
や
市

民
の
皆
さ
ん

の
参
加
で
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
作
品
を
上

演
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
２
時
間
の

空
間
を

　

●
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
＝
８
人
で

四
角
を
作
り
、
呼
び
か
け
を
聞
き
、

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
歩
き
な
が
ら
い

ろ
い
ろ
形
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

世
界
共
通
の
ダ
ン
ス

　

●
社
交
ダ
ン
ス
＝
生
バ
ン
ド
演

奏
で
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
広

い
会
場
で
存
分
に
楽
し
ん
で
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典

・

特

別

企

画

♪
ホ
ー
ル
部
門

　

●
音
楽
の
集
い
（
童
謡
）
＝
市

内
で
活
動
す
る
音
楽
家
・
音
楽

サ
ー
ク
ル
が
集
合
。
ピ
ア
ノ
・
バ

イ
オ
リ
ン
・
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ

ン
・
リ
コ
ー
ダ
ー
・
ハ
ー
モ
ニ
カ

や
、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
・
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
吹
奏
楽
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
色
と
ス
タ
イ

ル
を

　

●
歌
謡
の
集
い
＝
連
盟
の
会
員

と
市
民
が
参
加
し
て
、
ポ
ッ
プ

ス
・
演
歌
・
ナ
ツ
メ
ロ
な
ど
の
歌

謡
曲
を
発
表

　

●
舞
踊
の
集
い
＝
子
ど
も
た
ち

も
一
生
懸
命
踊
り
ま
す
。
連
盟
の

会
員
と
市
民
が
参
加
し
て
、
日
本

舞
踊
・
舞
踊
小
曲
・
新
舞
踊
・
民

謡
な
ど
、
各
流
派
の
踊
り
が
一
堂

に
会
し
て
発
表

　

●
ハ
ワ
イ
ア
ン
＆
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
集
い
＝
市
内
で
活
動
す
る
５
つ

の
グ
ル
ー
プ
、
う
お
ー
る
な
っ
つ

ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
・
モ
ハ
ラ
フ
ラ
・

文化・芸術の秋です

第38回  市民文化祭
甘
口
と
辛
口
の
２
種
類
を
、
ぜ
ひ
飲
み
比
べ
て
み

て
く
だ
さ
い
！

会
場
は

中
央
公
民
館

　
　
　

ほ
か
で

 第３８回市民文化祭日程 （会場：★は中央公民館で開催）

展示の部ホ－ル発表・催しの部日　程

★華道…ロビー

展
示
時
間
は
午
前　

時
か
ら
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
日
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

１０

★お茶会…和室、地下ロビー午前１０時～午後４時

１０月１８日（土） ★オープニング式典・特別企画

（市民吹奏楽団・市立久留米中学校・市立南中

学校）…ホール

午後１時から

★囲碁大会…学習室午前９時～午後４時
１０月１９日（日）

★音楽の集い（童謡）…ホール午後１時～６時

★手工芸、盆栽、絵手紙、

高崎市文化協会榛名支部

（短歌）…学習室

★華道(２５日・２６日) …ロ

ビー

１０月２２日（水）

将棋大会（小・中学生）…中央図書館午前９時～午後２時半

１０月２５日（土） 映画の集い…中央図書館

午前１０時半・午後１時・

午後２時２０分からの３回

上映

★歌謡の集い…ホール午前９時４５分～午後５時半

将棋大会（大人）…中央図書館午前９時～午後４時半
１０月２６日（日）

★舞踊の集い…ホール午前１１時～午後５時

★書道・俳句・ペン習字・

篆（てん）刻・カリグラ

フィー…学習室

★社会を明るくする運動

のポスタ－…ロビー

１０月２９日（水）

★ハワイアン＆フラダンスの集い…ホール午前１１時半～午後５時１１月１日（土）

フォークダンス…第三小学校体育館午前１１時半～午後３時

１１月２日（日） 朗読の会…中央図書館午後２時～４時

★太鼓と踊りの集い…ホール午後１時～６時

★美術…学習室

★陶芸…創作室

★写真…ロビー

１１月５日（水）

★大正琴の集い…ホール午後１時～４時１１月６日（木）

★吟剣詩舞の集い…ホール
午前１０時～午後５時

１１月８日（土）

★民謡の集い・民舞の集い…ホール１１月９日（日）

★市内小・中学生展示作

品、水辺の生きもの研究

会、英語カルタ…ロビー

★いきいき演芸大会…ホール午前９時～午後５時
１１月１２日（水）

１１月１３日（木）

★マジック・一芸の集い・安来節・太極拳…ホール午後１時～４時４５分１１月１５日（土）

★スクエアダンス…学習室午前１０時～午後３時
１１月１６日（日）

★邦楽の集い…ホ－ル午前１１時～午後５時

★バレエ＆ダンスの集い…ホール
午後７時から１１月２１日（金）

午後３時半から１１月２２日（土）

★コ－ラスの集い…ホール午後１時～４時半１１月２３日（日）

社交ダンス…スポーツセンター午後１時半～４時半１１月２４日（休）

10月18日�～11月24日�

市
民
講
師
を
募
集

 
市  
民  
大  
学
「
短
期
コ
ー
ス
」

 

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅梅
ううううううううううううううううううううう
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
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「
梅
う
ふ
ふ
」

東
久
留
米
か
ら

の
梅
便
り

市
内
産

市
内
産　

％
の
梅
で
作
っ
た

％
の
梅
で
作
っ
た

100100

「
梅
ワ
イ
ン
」

「
梅
ワ
イ
ン
」発
売
中

発
売
中

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ2222222222222222222222
（男女平等推進センター）

情　報
詳しくは同センターへ

〒２０３�００５３、本町３�９�１�１０２
� ４７２・００６１、ファクス ４７２・００５３

（火曜日休館）

　

９
月　

日
、
ガ
ボ
ン
（
ア
フ

１９

リ
カ
）
へ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
市

内
在
住
の
馬
目
（
ま
の
め
）
健

一
さ
ん
（
写
真
左
）
が
、
市
長

へ
の
表
敬
訪
問
の
た
め
来
庁
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
か
ら
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

馬
目
さ
ん
は
、
現
地
で
村
落
開

発
普
及
員
と
し
て
、
漁
業
や
水

産
業
に
関
す
る
活
動
・
援
助
を

２
年
間
行
い
ま
す
。
滞
在
す
る

村
は
、
日
本
人
の
協
力
隊
が
初

め
て
訪
れ
る
た
め
、
事
前
情
報

が
少
な
い
そ
う
で
す
。

　
「
ま
ず
は
現
地
の
方
と
共
に

生
活
し
、
そ
こ
か
ら
改
善
方
法

を
探
っ
て
、
地
域
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
」
と
語
る
、
馬
目
さ

ん
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市内在住の馬目さんが
ボランティアとして
ガボンへ派遣されます

ご活躍を期待しています


